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令和 5 年（2023）4 月15日（土）〜 6 月11日（日） ※会期中、展示替えを行います。
10：00 〜17：00（入館は 16：30 まで）

月曜日 （但し 5 月1日は開館）

三井記念美術館、ＮＨＫ、ＮＨＫプロモーション
凸版印刷、ハウス食品グループ
一般 1,500（1,300）円／大学・高校生 1,000（900）円／中学生以下無料

※ 70 歳以上の方は 1,200 円（要証明）。
※ リピーター割引：会期中一般券、学生券の半券のご提示で、2 回目以降は（ ）内割引料金となります。
※ 障害者手帳をご呈示いただいた方、およびその介護者 1 名は無料です（ミライロID も可）。

予約なしで入館できますが、１階入口で消毒と検温をお願いします。37.5 度以上の熱
がある方は入館をご遠慮いただきます。入館にはマスクをご着用願います。また、展
示室内の混雑を避けるため入場制限を行う場合があります。
三井記念美術館 ／ Mitsui Memorial Museum

 ［〒 103-0022 東京都中央区日本橋室町 2-1-1 三井本館 7 階］
東京メトロ銀座線「三越前」駅 A7 出口徒歩 1 分／東京メトロ半蔵門線「三越前」駅徒歩 3 分 A7 出口徒
歩１分／東京メトロ銀座線・東西線「日本橋」駅 B9 出口徒歩 4 分
メトロリンク日本橋（無料巡回バス）乗降所「三井記念美術館」徒歩 1 分

050-5541-8600（ハローダイヤル）

https://www.mitsui-museum.jp
展覧会関連イベントについては、当館ホームページをご覧ください。
［岡崎展］　岡崎市美術博物館　2023 年 7月1日（土）～ 8 月20 日（日）

［静岡展］　静岡市美術館　　　2023 年 11 月3 日（金・祝）～12 月13 日（水）

※出品作品は会場ごとに異なります。
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展 覧 会 名

会 期
開 館 時 間
休 館 日
主 催
協 賛
入 館 料

入 館

会 場
( 東 京 展 )

ＮＨＫ大河ドラマ特別展

「どうする家 康 」

三井記念美術館広報事務局　担当：富樫、松井　TEL：03ｰ6275ｰ0243 ／ 080ｰ5443ｰ1112
〒101-0051 東京都千代田区神田神保町1-41 神保町ＳＦ１ビル206　E-mail：jtogashi@annex-inc.jp 

報道関係の方からの
お 問 い 合 わ せ 先

ＮＨＫ大河ドラマ特別展ＮＨＫ大河ドラマ特別展

「どうする家 康 」「どうする家 康 」
2023 年の NHK 大河ドラマ「どうする家康」に合わせて開催する特別展。徳川家康は戦乱の世にリーダ

ーとしてたくさんの「どうする？」を突き付けられ、逃げることなく答えを出し続け乱世を終わらせまし
た。この展覧会は家康の出生から他界までを文化財を通して紹介し、家康の生きた時代を浮き彫りにしま
す。三井記念美術館から岡崎市美術博物館・静岡市美術館へと巡回する展覧会です。

読者からのお問い合わせ先

ホ ー ム ペ ー ジ
そ の 他
巡  回  先

＊��開催内容を変更する場合がありますので、最新の情報は、当館ホームページまたはハローダイヤル（050-5541-8600）にて
ご確認ください。
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主な展示作品

展覧会の趣旨と展示構成

＊：広報用画像貸出作品

趣 旨
2023 年のＮＨＫ大河ドラマは、62 作目となる「どうする家康」です。これまで数多くの大河ドラマに登場してき

た徳川家康ですが、単独主役は 1983 年の「徳川家康」以来 40 年ぶりとなります。
家康が生きた戦乱の世は、まさに予期せぬことが次々に起きる時代。家康は、リーダーとして、たくさんの「どう

する？」を突き付けられ、ピンチを招いた局面でも、決して逃げずに答えを出し続け乱世を終わらせました。先行き
の見えないのは現代も同じ。今回の大河ドラマでは、家康を現代に通ずるリーダー像として、様々な人間との関係を
大切に描いています。

本展覧会では、このＮＨＫ大河ドラマ「どうする家康」と連動し、徳川家康のほか、織田信長、豊臣秀吉など、
様々な戦国武将にまつわる品々や、同時代の美術品・歴史史料などを紹介し、徳川家康と彼が生きた時代を浮き彫り
にします。

展示構成
この展覧会は三井記念美術館に始まり、岡崎市美術博物館と静岡市美術館を巡回する展覧会です。展示作

品は作品保護の観点から、会場ごとに異なりますが、展示の構成は共通しており、以下の章立てでの展示と
なります。

第 1 章「家康誕生」－今川からの独立と三河平定
第 2 章「戦国乱世の選択」－今川・武田との抗争
第 3 章「豊臣大名徳川氏」－豊臣政権下の家康
第 4 章「天下人への道」－関ヶ原から江戸開府

第 5 章「大御所時代」－駿府での生活と大坂の陣
第 6 章「東照大権現」－家康、神となる

（＊各章の解説は本リリースの最後に掲載しています。）

当館での展示は、展示室の配置と大きさの関係上、章
立て順の展示が難しいため、展示室 1 は第 5 章「大

おお

御
ご

所
しょ

時代」の展示からはじまります。
徳川家康は、慶長 10 年（1605）に将軍職を二代秀

ひで

忠
ただ

に譲った後、駿
すん

府
ぷ

（静岡市）に隠居し、大御所政治を行
います。駿府城を築城し、城下の整備を進め、駿府での
生活が始まりますが、駿府城内で身近に使われていた家
康の遺愛品が、他界後に久

く

能
のう

山
ざん

東
とう

照
しょう

社
しゃ

に納められまし
た。そのなかから武器、茶道具、文房具、調

ちょう

度
ど

品
ひん

などを
展示いたします。

図 1 は、家康が所持した脇
わき

指
ざし

で、他
た

界
かい

後に久能山東照
社に納められたものです。ご神体として祀られた三

み

池
いけ

光
みつ

世
よ

作とされる太刀（ソハヤノツルキウツスナリ）（図 27）ととも
に本

ほん

殿
でん

内
ない

陣
じん

に祀
まつ

られていました。前期で刀身、後期で
拵
こしらえ

（鞘
さや

）を展示いたします。

［図1］
重要文化財　脇

わき

指
ざし

　無
む

銘
めい

 貞
さだ

宗
むね

　南北朝時代（14世紀）
久能山東照宮博物館蔵　前期（4／15～5／14）展示

展示室１

徳川家康の遺愛品 徳川家康の遺愛品 （第5章 「大御所時代」）（第5章 「大御所時代」）

［図2］
重要文化財　火

ひ

縄
なわ

銃
じゅう

　慶長18年（1613） 
久能山東照宮博物館蔵　短い方を通期展示
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［図4］
重要文化財　びいどろ薬

くすり

壺
つぼ

　16～17世紀
久能山東照宮博物館蔵　３口のうち1口を通期展示

［図3］＊
重要文化財　洋

よう

時
ど

計
けい

　1573年
久能山東照宮博物館蔵　前期（4／15〜5／14）展示

［図6］
国宝　短

たん

刀
とう

　無
む

銘
めい

 貞
さだ

宗
むね

（名物
徳
とく

善
ぜん

院
いん

貞
さだ

宗
むね

） 南北朝時代（14世紀） 
三井記念美術館蔵
後期（5／16～6／11）展示

［図5］＊
国宝　短

たん

刀
とう

　無
む

銘
めい

 正
まさ

宗
むね

（名物　
日
ひゅ

向
うが

正
まさ

宗
むね

） 鎌倉時代（14世紀） 
三井記念美術館蔵
前期（4／15～5／14）展示

ここでは当館所蔵の国宝の刀剣２点を
前期と後期に分けて展示いたします。

前期は、図 5 の短
たん

刀
とう

無
む

銘
めい

正
まさ

宗
むね

（名物　

日
ひゅ

向
うが

正
まさ

宗
むね

）です。鎌倉時代の相
そう

州
しゅう

正
まさ

宗
むね

の
作品中、短刀の筆頭に挙げられる名刀
で、石田三成が所持し、妹婿福原直

なお

高
たか

（のち長堯）に与えたが、関ヶ原の合戦
で、水

みず

野
の

日
ひゅう

向
がの

守
かみ

勝
かつ

成
なり

が手に入れたとこ
ろから、日向正宗と呼ばれています。

後期は、図 6 の短刀無
む

銘
めい

貞
さだ

宗
むね

（名物　

徳
とく

善
ぜん

院
いん

貞
さだ

宗
むね

）です。正宗の実子とも養子
ともいわれる貞宗の短刀で、秀吉が所持
し、五奉行の前

まえ

田
だ

徳
とく

善
ぜん

院
いん

玄
げん

以
い

が拝領した
ところから徳善院貞宗と呼ばれていま
す。その後家康が所持しました。

展示室2

国宝の刀剣 国宝の刀剣 （第4章 「天下人への道」）（第4章 「天下人への道」）

図 2 は、家康が駿府城下で作らせた火
ひ

縄
なわ

銃
じゅう

です。筒の
銘から野

の

田
だ

善
ぜん

四
し

郎
ろう

清
きよ

堯
たか

が慶長 18 年（1613）に作ったこ
とがわかります。家康は鉄砲の名手だったようです。

図 3 は、家康がスペイン国王から贈られた洋時計で
す。慶長 14 年（1609）スペイン属領のフィリピン総督
ドン・ロドリゴらがメキシコへの航海中に房総沖で遭難
し、家康がこれを救助し帰国の船を提供しました。それ

に対する謝礼として、慶長 16 年にスペイン国王から贈
られた時計で、ゼンマイ式時

とき

打
う

ち時計としては国内現存
最古の時計です。

図 4 は、家康が自ら調
ちょう

合
ごう

した薬を入れたガラス製の薬
くすり

壺
つぼ

です。「びいどろ」はポルトガル語のガラス「ヴィド
ロ」が語源。中に入っている茶色の粉末は、胃腸の薬と
される「陳

ちん

皮
ぴ

」（ミカンの皮を干したもの）のようです。
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展示室 4 の始まりは、第 1 章から
第 6 章までのプロローグとして、当
館で所蔵する大

だい

日
にっ

本
ぽん

五
ご

道
どう

中
ちゅう

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

で、家康の一生をヴィジュアルにた
どります。この屏風は江戸から長崎
までの街道を描いた鳥瞰図的な絵図
ですが、ここではそのうちの江戸か
ら京都までの東海道・甲州街道・中
山道を描いた 8 曲 2 双を展示いたし
ます。

この屏風は江戸時代初期、家康没
後 30 年頃の景観が描かれており、
岡崎城、浜松城、駿府城、甲斐、信
濃、小田原城、関ヶ原の布陣、名古
屋城、そして久能山東照宮（図 8）

など、家康の一生をたどることがで
きます。まずはここで家康の足跡を
確認していただきます。

天正 18 年（1590）小田原の陣で、家康は秀吉から関東への転
てん

封
ぽう

を命じられ、そのまま江戸城に入りました。そこから
家康による江戸の街造りが始まります。その江戸へとつながる五街道の起点とされたのが日本橋です。慶長 8 年

（1603）に架けられたと言われますが、はっきりしたことはわかっていません。ここではその日本橋の欄干に付けられて
いた万

まん

治
じ

元年（1658）製の擬
ぎ

宝
ぼ

珠
し

を展示いたします。あわせて背景に江戸の鳥瞰図と古絵図のバナーを掛けます。

如庵ケース  
家康ゆかりの名物茶道具 家康ゆかりの名物茶道具 

（第5章 「大御所時代」）（第5章 「大御所時代」）
如庵ケース内では、家康の所持品で尾張徳川家に伝わっ

た茶道具を展示いたします。図 7 は、堺の茶人茜
あかね

屋
や

が所
持し、家康に伝わった大

おお

名
めい

物
ぶつ

の唐
から

物
もの

茶
ちゃ

入
いれ

です。京
きょう

茄
な

子
す

のよ
うな形から茄

な

子
す

茶
ちゃ

入
いれ

と呼ばれました。

［図8］＊
大
だい

日
にっ

本
ぽん

五
ご

道
どう

中
ちゅう

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

（駿府・久能山の部分） 8曲2双　江戸時代（19世紀） 
三井記念美術館蔵　通期展示

展示室3

江戸入りと日本橋架橋 江戸入りと日本橋架橋 （第3章 「豊臣大名徳川氏」）（第3章 「豊臣大名徳川氏」）

展示室4

プロローグ｜大日本五道中図屏風でたどる家康の足跡大日本五道中図屏風でたどる家康の足跡

［図7］
漢
かん

作
さく

茄
な

子
す

茶
ちゃ

入
いれ

銘茜
あかね

屋
や

 （大名物）
南宋時代（13世紀）
徳川美術館蔵　
通期展示
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［図12］＊
長
なが

篠
しの

合
かっ

戦
せん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

６曲１隻
江戸時代（17世紀）
名古屋市博物館蔵
4／15～5／7展示

［図10］＊
家康及び徳

とく

川
がわ

十
じゅう

六
ろく

将
しょう

図
伝狩

か

野
のう

探
たん

信
しん

守
もり

政
まさ

筆
江戸時代（17～18世紀）
久能山東照宮博物館蔵
前期（4／15～5／14）展示

［図11］
織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

黒
こく

印
いん

状
じょう

　桃山時代・天正5年（1577）
1月22日　久能山東照宮博物館蔵　通期展示

家康の誕生は、東照宮縁起絵巻（図 9）

でご覧いただきます。それに加え、祖父
の松

まつ

平
だいら

清
きよ

康
やす

像、母の伝
でん

通
つう

院
いん

（於
お

大
だい

の方）

像、徳川家康像、今
いま

川
がわ

義
よし

元
もと

像、家康と徳
川十六将図（図 10）など、主に画像を展
示いたします。

今川義元が織田信長の奇襲にあって桶
おけ

狭
はざ

間
ま

で戦死し、家康は独立への道を選び
信長と同盟を結びますが、図 11 は、天
正 5 年（1577）織田信長が上洛した際
に、家康が祝意を伝える使者を遣わした
ことに対する信長の返答で、三

み

河
かわの

守
かみ

宛
の黒

こく

印
いん

状
じょう

です。暖かくなったら安土城で
面談したいと記しています。

三河守となった家康は、武田信玄と同盟を結び、遠
とお

江
とうみ

へと侵攻します。信玄は駿河の今
いま

川
がわ

氏
うじ

真
ざね

を攻め、氏真
は掛川城に退去します。家康は掛川城を攻め、和睦して
開城させます。しかし信玄との同盟にひびが入り、元

げん

亀
き

3 年（1572）信玄と三
み

方
かた

ヶ原で戦い、初めての大敗北を
喫します。しかし信玄はまもなく病死し、息子の武

たけ

田
だ

勝
かつ

頼
より

との攻防が始まります。図 12 は、天正 3 年（1575）

織田・徳川連合軍が武田勝頼と戦った長
なが

篠
しの

の戦いの合戦

図屏風です。
天正 10 年（1582）織田信長と家康は、武田勝頼を自

じ

害
がい

させ、信長から駿
する

河
がの

国
くに

を与えられて三河・遠江・駿河
を領し、安土城に招かれますが、その直後信長は明

あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

の本能寺の変により自刃します。そのあとの天下人と
なったのが秀吉でした。この歴史の流れを信長・光秀・
秀吉の画像を展示して象徴させます（図 13 ～ 15）。

［図9］
東
とう

照
しょう

宮
ぐう

縁
えん

起
ぎ

絵
え

巻
まき

　第1巻（印
いん

地
じ

、部分） 
住吉広

ひろ

尚
なお

・広
ひろ

定
さだ

筆　江戸時代・文政8年（1825）
大阪城天守閣蔵　通期展示（場面替あり）

第 1 章 ｜「家康誕生」「家康誕生」―今川からの独立と三河平定―今川からの独立と三河平定

第 2 章｜「戦国乱世の選択」「戦国乱世の選択」―今川・武田との抗争―今川・武田との抗争
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天下人秀吉に家康が臣従するまでには、織
お

田
だ

信
のぶ

雄
かつ

とと
もに秀吉に対抗し、小

こ

牧
まき

・長
なが

久
く

手
て

の戦いがありました。
図 16 はその様子を描いた合戦図屏風です。この戦いで
は、特に長久手の合戦で家康は勝利していましたが、信
雄が秀吉と和睦したことから、家康も引き下がり、秀吉
の妹朝

あさ

日
ひ

姫
ひめ

を娶り、秀吉の臣下となって秀吉政権を支え
ました。秀吉は京都に聚

じゅ

楽
らく

第
だい

を建て、後
ご

陽
よう

成
ぜい

天
てん

皇
のう

を招き
ましたが、図 17 はその様子を描いた屏風です（前期展

示）。
天正 18 年（1590）家康は秀吉の小田原の陣に参陣し、

北条氏が滅亡します。後期では北
ほう

条
じょう

氏
うじ

政
まさ

・氏
うじ

直
なお

画像と
氏直の夫人で家康の娘督

とく

姫
ひめ

の画像を展示します。小田原
の陣中で家康は秀吉から、三河・遠江・駿河・甲斐・信
濃の五か国から関東への転

てん

封
ぽう

、すなわち領地替えを命じ
られます。その命に従い、そのまま小田原から江戸に入
ります。

［図16］＊
小
こ

牧
まき

長
なが

久
く

手
て

合
かっ

戦
せん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

　6曲1隻
江戸時代　名古屋市博物館蔵
4／15～5／7展示

［図17］
聚
じゅ

楽
らく

第
だい

行
ぎょう

幸
こう

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

　2曲1双
江戸時代（17世紀） 堺市博物館蔵
前期（4／15～5／14）展示

第 3 章｜「豊臣大名徳川氏」「豊臣大名徳川氏」―豊臣政権下の家康―豊臣政権下の家康

［図15］
重要文化財　豊

とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

像
ぞう

（部分）
南
なん

化
か

玄
げん

興
こう

賛　桃山時代（16～17世紀）
京都・高台寺蔵
前期（4／15～5／14）展示

［図14］
明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

画
が

像
ぞう

（部分） 
桃山～江戸時代（17世紀）
大阪・本徳寺蔵
4／15～4／30展示

［図13］
織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

像
ぞう

（部分） 狩
か

野
のう

永
えい

徳
とく

筆
桃山時代・天正12年（1584）
京都・大徳寺蔵
前期（4／15～5／14）展示
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秀吉が他界するといよいよ家康の
天下人への道がはじまりますが、政
権内の軋轢から家康への批判が高ま
り、家康を弾劾した「内府ちがいの
条々」が諸大名に送られ、慶長 5 年

（1600）9 月石田三成を中心とする西
軍と、家康と組んだ東軍との関ヶ原
の合戦が勃発します。ここでは東照
宮縁起絵巻で関ヶ原の戦いの場面を
展示いたしますが（前期）、大形の
関ヶ原合戦図屏風（図 20）は展示室
7 で展示いたします。

関ヶ原の合戦で東軍が勝利し、慶
長 8 年（1603）には征夷大将軍に任
じられ、江戸に幕府を開きます。自
他ともに認める天下人となりまし
た。

［図20］＊
重要文化財　関

せき

ケ
が

原
はら

合
かっ

戦
せん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

（津
つ

軽
がる

屏
びょう

風
ぶ

） 8曲1双
桃山～江戸時代（17世紀） 大阪歴史博物館蔵　前期（4／15～5／14）展示

第４章｜「天下人への道」「天下人への道」―関ヶ原から江戸開府―関ヶ原から江戸開府

［図19］
重要文化財　豊

とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

自
じ

筆
ひつ

辞
じ

世
せい

和
わ

歌
か

詠
えい

草
そう

桃山時代（16世紀） 大阪城天守閣蔵
前期（4／15～5／14）展示

［図18］
大日本五道中図屏風（大坂～長崎） 6曲1双
江戸時代（19世紀） 三井記念美術館蔵　
通期展示

↓肥前名護屋天正 18 年（1590）江戸入りした家
康は、奥羽方面への出兵を命じられ、
さらに文禄元年（1592）朝鮮出兵が命
じられます。ここでは大日本五道中図
屏風の大坂～長崎を描いた部分を展示
し、大坂城から瀬戸内海・四国・九州
を鳥瞰し、朝鮮出兵の拠点となった肥
前名護屋（図 18）の位置関係も確認し
ます。

文禄と慶長の二度の朝鮮出兵の間、
秀吉は伏見城を築き、茶の湯や和歌や
能など、文化的な遊楽を楽しみます。
ここでは当館所蔵の秀吉関係の茶道具
と能面を展示いたします。そして秀吉
は慶長 3 年（1598）8 月 18 日に他界し
ますが、図 19 は秀吉の辞世の句です。
「つゆとをちつゆときへにしわがみ

かな　なにわの事もゆめの又ゆめ」

展示室5
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最初に展示室５に引き続き関ヶ原合戦図屏風を展示いたします。続いて第５章となります。

展示室7

ここでは家康の自筆の文書と絵画を展示いたします。
図 21 は、家康と築

つき

山
やま

殿
どの

との娘亀
かめ

姫
ひめ

に宛てた自筆の消
しょう

息
そく

、三
み

河
かわ

新
しん

城
しろ

の亀姫になかなか会えないことを詫びた親子らしい手紙で
す。図 22 は家康自筆とされるサギの絵で、余白を生かした水墨
画で素人ながら味わいがあります。

展示室6

家康の筆跡家康の筆跡

［図21］
徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

自
じ

筆
ひつ

消
しょう

息
そく

　新
しん

城
しろ

（亀姫）宛　桃山時代・天正15～16年（1587～
88） 徳川美術館蔵　前期（4／15～5／14）展示

［図22］
水
みず

艸
くさに

立
たつ

鷺
さぎ

図
ず

　伝徳川家康筆　桃山～江戸時代
（16～17世紀） 久能山東照宮博物館蔵　通期展示

第５章については展示室１にて展示いたしますが、展
示室７においても一部展示いたします。まず家康の大御
所時代は、慶長 10 年（1605）に秀忠に将軍職を譲って
からはじまりますが、駿府城に住むのは慶長 12 年

（1607）からでした。それまでは、関西では伏
ふし

見
み

城
じょう

や二
に

条
じょう

城
じょう

を活動の拠点としています。図 23 の洛
らく

中
ちゅう

洛
らく

外
がい

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

は、伏見城と二条城がともに描かれている珍しい屏風
です。

駿府の生活では、駿府城内で家康が身近に使っていた
ものが、他界後に秀忠によって久能山に移されました
が、それらの多くは「徳川家康関係資料」として重要文
化財に指定されています。家康が使い慣れた品というこ
とで「手

しゅ

沢
たく

品
ひん

」とも呼ばれています。
また、この手沢品とは別に、名物茶道具など、家康所

蔵の名品の数々は、他界後に「駿
すん

府
ぷ

御
お

分
わけ

物
もの

」と呼ばれて
徳川御三家に譲られましたが、展示室３の如庵ケースで
は名物茶道具を展示いたします。

第５章｜「大御所時代」「大御所時代」―駿府の生活と大坂の陣―駿府の生活と大坂の陣

［図23］
洛
らく

中
ちゅう

洛
らく

外
がい

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

　６曲1双　江戸時代（17世紀）
堺市博物館蔵　後期（5／16～6／11）展示



9

元和 2 年（1616）4 月 17 日、家
康が駿府城内で他界しました。遺
言に従いその日の夜、久能山に遺
骸が遷され、社殿の造営が始ま
り、神として祀

まつ

られました。神
しん

号
ごう

は天
てん

海
かい

の主張する天台宗系の山
さん

王
のう

一
いち

実
じつ

神
しん

道
とう

による大権現号が秀忠に
より選ばれ、朝廷の勅

ちょっ

許
きょ

をえて
「東

とう

照
しょう

大
だい

権
ごん

現
げん

」に決まりました。
図 25 は後

ご

水
みず

尾
のお

天
てん

皇
のう

による宸
しん

翰
かん

神
しん

号
ごう

です。その後、家康の画像は神
格化された東照大権現像（図 26）

として描かれることが多く、伝世
品も相当数に及んでいます。

［図25］左
後
ご

水
みず

尾
のお

天
てん

皇
のう

宸
しん

翰
かん

神
しん

号
ごう

「東
とう

照
しょう

大
だい

権
ごん

現
げん

」
江戸時代（17世紀）
久能山東照宮博物館蔵
前期（4／15～5／14）展示

［図26］＊右
東
とう

照
しょう

大
だい

権
ごん

現
げん

像
ぞう

天
てん

海
かい

僧
そう

正
じょう

賛
さん

写
うつし

江戸時代（17～18世紀）
久能山東照宮博物館蔵
通期展示

第 6 章｜「東照大権現」「東照大権現」―家康、神となる―家康、神となる

［図24］
大
おお

坂
さか

冬
ふゆ

の陣
じん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

（部分）
６曲1双　江戸時代中期
東京国立博物館蔵
前期（4／15～5／14）展示
Image: TNM Image Archives

大坂の陣は大御所時代の最後の「どうする家康」でし
た。図 24 の大坂冬の陣図屏風は、奥絵師の狩野家に伝
わった模本ですが、原本は大坂の陣後それほど時間がた

っていない頃の屏風と思われ、事象が正確に描かれてい
るようです。

最後の展示ケースでは、神号と東照大権現像、そして家康の
ご神体として神社の内陣に祀

まつ

られた太
た

刀
ち

（ソハヤノツルキウツスナリ）

（図 27）（前期）、脇
わき

指
ざし

（無
む

銘
めい

伝
でん

行
ゆき

光
みつ

）（後期）、そして家康所用の
甲
かっ

冑
ちゅう

金
きん

陀
だ

美
み

具
ぐ

足
そく

（図 28）と秀忠所用の甲冑を展示いたします。

［図27］＊
重要文化財　太

た

刀
ち

　無
む

銘
めい

 光
みつ

世
よ

切
きり

付
つけ

銘
めい

 妙
みょう

純
じゅん

伝
でん

持
じ

 ソハヤノツルキ ウツスナリ
鎌倉時代（13世紀） 久能山東照宮博物館蔵
前期（4／15～5／14）展示

［図28］＊
重要文化財
金
きん

陀
だ

美
み

具
ぐ

足
そく

　
桃山時代（16世紀）
久能山東照宮博物館蔵
通期展示

エピローグ｜ 御神体　家康の刀剣と甲冑御神体　家康の刀剣と甲冑
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各章の解説

第 1 章｜「家康誕生」「家康誕生」－今川からの独立と三河平定－今川からの独立と三河平定
天文 11 年（1542）12 月 26 日、岡崎城に一人の男子が誕生しました。幼名松平竹千代、徳川家康で

す。のちに天下を治める人物ですが、当時の松平氏は、西の織田氏・東の今川氏に挟まれた三河国の
一小領主に過ぎませんでした。竹千代は駿府に暮らし、元服して名を元信、ついで元康とします。今
川義元から名を一字もらった元康は、順調にいけば、今川領国の西端を統治する、今川一門に准じる
有力武将として生涯を終えるはずでした。

しかし永禄 3 年（1560）、桶狭間にて今川義元が討ち死にしてしまいます。元康は最初の「どうする」
に直面します。変わらず今川氏に仕えるか？はたまた織田氏に下るか？ 元康の下した決断は、自立で
した。織田信長と同盟を結び、今川氏に反旗を翻した元康は、名を家康とし、花押もそれまで用いて
いた義元に類似したものから改めています。名実ともに一人の独立した、武将家康誕生の時です。

しかし東三河に進出した矢先の永禄 6 年、三河一向一揆に対峙することとなります。次の「どうす
る」です。西三河の真宗本願寺派寺院と周辺諸勢力が家康と争ったこの一揆は、家康三大危機の一つ
に数えられます。忠節と信仰の間で元康家臣団を二分する争いとなりましたが、この危機を乗り越え
た家康は、西三河を手中に治めました。

再び東三河に進攻した家康は、順調に勢力を広げて行きます。吉田に酒井忠次を入城させ、東三河
の統治を一任しました。そして永禄 9 年、三河における今川の最後の拠点であった牛久保を攻略し、
ついに家康は三河統一を果たします。室町幕府将軍不在の中で、家康は近衛前久の取り計らいによ
り、従五位下三河守に叙任され、徳川に改姓しました。一国の大名となった家康は、強大な存在であ
る武田氏と対峙することになります。さあ、どうする家康！

第 2 章｜「戦国乱世の選択」「戦国乱世の選択」－今川・武田との抗争－今川・武田との抗争

三河を平定した家康は遠江へ進出し、今川氏を攻め立てます。この家康の二十代後半から四十代は
じめにかけての血気盛んな時期、武田氏が最大の敵として立ちはだかります。

家康は当初、武田信玄と協調し、今川氏を挟撃し滅ぼしました。しかし、その過程で家康と信玄の
関係は徐々に悪化、ついには敵対することに。元亀３年（1572）、家康は三方ヶ原の戦いで信玄に大
敗を喫し、さらに美濃国から三河国へ武田軍が侵攻し、家康領国は危機的な状況に陥ります。そうし
た中、武田信玄が死去したことにより、家康は何とか難を逃れました。そして天正３年（1575）、長
篠の戦いで、家康は武田信玄の子勝頼が率いる武田軍に大勝します。この戦いは数多くの合戦図屏風
が作成され、家康にとっても大きな節目となる勝利であったことがうかがえます。しかしその後も武
田氏との抗争は続きます。遠江を巡り幾度も戦いが繰り広げられ、さらに武田氏との内通の疑いか
ら、家康は正妻築山殿と長男信康の処罰を命じました。この事件を直接記す資料は、ほとんど残され
ていません。しかし家族を切り捨てるという決断に至る背景には、多くの苦悩に満ちた「どうする」
があったことでしょう。

また武田氏に対抗するため、家康は多くの選択をしています。上杉謙信との同盟や北条氏との関係
構築、将軍足利義昭との決別、そして織田信長との同盟の継続。信長との関係は、長篠の戦いの頃か
ら、信長への従属へと変化していきました。

天正 10 年（1582、干支は壬午）は激動の年となります。武田氏の滅亡、本能寺の変。信長亡き後の
動乱の中で、家康は旧武田領国を押さえ、五か国を統治する大大名へと飛躍しました。しかしその統
治は未だ盤石なものではなく、さらに信長の後継者争いに勝利した秀吉との関係も、徐々にひずみを
生じていきます。さあ、どうする家康。
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第 3 章｜「豊臣大名徳川氏」「豊臣大名徳川氏」－豊臣政権下の家康－豊臣政権下の家康

天正 10 年（1582）に本能寺の変で織田信長が自刃したあと、天下統一事業の継承に向けていちは
やく動き出したのは羽柴秀吉でした。中国地方の覇権を巡り争っていた毛利氏と講和を結ぶと、すぐ
さま引き返して明智光秀を討ち、翌年には柴田勝家を滅ぼして信長の後継者としての地位を確立しま
す。

一方で武田旧領の甲斐および信濃を手中に収め、三河・遠江・駿河を合わせた五か国を領有する大
大名となった家康は、信長の次男信雄の要請を受けて秀吉に対抗し、天正 12 年３月に小牧・長久手
の戦いが始まります。この戦いでは徳川四天王に代表される精鋭の家臣団が活躍しましたが、信雄が
秀吉と和議を結ぶと合戦の名目を失い、岡崎に引き揚げて次男於義伊（結城秀康）を秀吉の養子に差
し出し和睦にいたりました。

やがて関白となった秀吉は、家康のもとに妹の朝日姫を正室として嫁がせ、さらには生母大政所を
岡崎に送って懐柔を図ります。ついに上洛要請に応じた家康は、大坂城で秀吉に謁見し臣下の礼をと
りました。こうして豊臣政権下の一大名となった家康は、後陽成天皇の聚楽第行幸に供奉したのをは
じめ、天正 18 年には小田原征伐に参陣。戦後、北条氏旧領であった関東移封の命に従い江戸入りし
ますが、苦難の末に統治した五か国を手放すことは思い切った決断が必要だったと想像されます。

文禄元年（1592）の朝鮮出兵では肥前名護屋に在陣し、秀吉の渡海をいさめる慎重な姿勢を見せた
ことは注目に値します。そして家康は、豊臣家の末永い安泰を願う秀吉の意をくみ、秀頼への忠誠を
誓う起請文を提出し、また大名間の私婚等を禁じる掟書の通達を毛利輝元、前田利家らと連名で行う
など、政権を支える重鎮としての役割を果たしました。しかし二度にわたる朝鮮出兵による疲弊に加
え、秀吉の死期も目前に迫ってきました。さあ、どうする家康。

第 4 章｜「天下人への道」「天下人への道」－関ヶ原から江戸開府－関ヶ原から江戸開府

慶長３年（1598）8 月 18 日に豊臣秀吉が世を去ると、天下は再び動乱の兆しを見せ始めます。家康
は朝鮮半島に出兵中の軍勢を撤退させるという重要な任務を指揮する一方、遺命に背いて有力諸侯と
の姻戚関係の拡大を図りました。これが石田三成ら奉行との間に軋轢を生むことになります。翌慶長
４年、大老前田利家の死後に発生した加藤清正、黒田長政らによる襲撃計画を機に三成を失脚させ、
自らは秀頼を後見する立場として大坂城西の丸に入り、政治の主導権を握りました。

慶長５年（1600）6 月、上杉景勝に謀反の疑いをかけて討伐を宣言し会津に向けて進発。その隙を
衝いた三成が大坂で挙兵し、長束正家、増田長盛、前田玄以の三奉行が家康を糾弾する「内府ちがい
の条々」を各地の諸大名に送ります。そして徳川方が守る伏見城を包囲、陥落させて合戦の火蓋が切
られました。

三成挙兵の報せを受けた家康は、従軍する諸将を集めて下野国小山で軍議を開き、西上して雌雄を
決することを決断。天下を二分した争いが全国に飛び火する中、9 月 15 日ついに両軍が美濃国関ヶ
原で激突します。一進一退の激しい攻防が繰り広げられますが、東軍に内応していた小早川軍が西軍
への攻撃を開始したことで戦局は大きく傾き、「天下分け目」と呼ばれる関ヶ原の戦いは僅か一日で
東軍の勝利で決着がつきました。

戦後の論功行賞では秀頼の政務を代行する形で、三成に加担した反対勢力の減封・改易を断行する
とともに、自らに味方した諸将への再配分と大規模な配置換えを推し進めます。そしてついに慶長８
年 2 月 12 日、朝廷から征夷大将軍に任ぜられて江戸に幕府を開き、家康は名実ともに天下人となっ
たのです。豊臣家はもはや徳川政権下の一大名になったとは言え、西国には恩顧の大名たちもいまだ
健在。世を盤石にするために、なすべきことは何か。さあ、どうする家康。
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第 5 章｜「大御所時代」「大御所時代」－駿府での生活と大坂の陣－駿府での生活と大坂の陣

慶長 8 年（1603）2 月に家康は征夷大将軍に任じられ江戸幕府を開きますが、2 年後の慶長 10 年正
月には息子の秀忠が征夷大将軍に任じられます。将軍職は徳川家が世襲することを世に示しました。
家康は「大御所」と呼ばれ、二代将軍秀忠の後ろ盾となって政治を左右する「大御所時代」がはじま
りました。

当初は江戸城や京都の伏見城・二条城などを活動の拠点としていますが、慶長 11 年（1606）に家
康にとっては第二の故郷ともいえる駿府（現静岡市）を退隠の地と定め、翌年 2 月に駿府城の普請を
はじめ、7 月に駿府城に移りました。

駿府での生活は隠居とはいえ精力的なものと言えます。重要な政治的案件は家康が決め、東南アジ
アのほかスペイン、オランダ、イギリスなどとの貿易や、社寺への法度など宗教政策についても家康
が指針を決めています。文化面では駿府城下での銅活字印刷による駿河版の発行、古典籍の収集、鉄
砲製作や能役者の集住、香や漢方薬の調合など、家康の視野の広さには驚かされます。その間に好き
な鷹狩を頻繁に行っていました。久能山東照宮や徳川美術館などに伝わる家康の遺品の数々は、大御
所時代の生活を雄弁に物語ってくれます。

このような大御所時代のなかでも常に懸案となっていたのが大坂の豊臣家の存在でした。最後で最
大級の「どうする家康」です。方広寺大仏鐘銘事件に端を発した冬と夏の二度にわたる大坂の陣で、
最後は豊臣秀頼と淀殿が自刃し、大坂城と共に豊臣氏は滅亡しました。反徳川勢力も一掃され、ここ
に戦国の世は幕を閉じました。徳川幕府による太平の世が実現したのです。

第 6 章｜「東照大権現」「東照大権現」－家康、神となる－家康、神となる

慶長 20 年（1615）大坂夏の陣が終わってすぐ改元され元和元年となりました。家康は 8 月に駿府
に帰り鷹狩を楽しむ日々を送っていましたが、翌元和 2 年 2 月に駿河の田中（現藤枝市）での鷹狩中
に発病しました。食中毒が原因のようです。家康は急遽太政大臣に任じられました。死期を悟った家
康は「久能山に遺骸を納め、葬礼を増上寺で行い、三河の大樹寺に位牌を置き、一周忌以後に日光山
に小さき堂を建て、関八州の鎮守となりたい」という遺言を残しています。

元和 2 年（1616）4 月 17 日家康は駿府城内で他界しました。75 歳でした。遺体は遺言に従いその
日の夜に久能山に遷されました。19 日には神龍院梵舜により吉田流神道で埋葬されました。しかし
翌 20 日には駿府城内で天海と崇伝の間で家康の神号について論争が起きます。権現号を主張する天
海と明神号を推す崇伝の論争は最終的には将軍秀忠が決めることです。結局、5 月下旬に秀忠は天海
を呼び出し権現号に決めたことを伝え、上洛させて勅許を得ました。朝廷からは「東照・日本・霊
威・東光」の 4 案が示され、秀忠は「東照大権現」を選びました。

久能山東照社（東照宮となるのは正保 2 年 (1645)）の社殿は元和 3 年 12 月に完成し正遷宮が行われまし
たが、それ以前の 3 月に天海をはじめ天台宗の僧侶や幕府の重臣らにより、家康の神柩が久能山から
日光山に遷されました。日光山にも秀忠により社殿が建てられており、ここに家康は久能山と日光山
に神「東照大権現」として祀られたのです。その後各地に多くの東照宮が建てられ、江戸の太平の世
のみならず現代まで崇敬が続いています。

以上、「どうする家康」と問いかけて家康の一生を見てきましたが、家康が「どうした」のかがこ
の展覧会でご理解いただければ幸いです。



［貸出画像リスト］ 作品掲載にあたっては下記の情報をご明記ください

図 3 重要文化財　洋時計 1573年 久能山東照宮博物館蔵
前期（4／15〜5／14）展示

図 5 国宝　短刀　無銘 正宗（名物 日向正宗） 鎌倉時代（14世紀） 三井記念美術館蔵
前期（4／15～5／14）展示

図 8 大日本五道中図屏風（駿府・久能山の部分）  8曲2双 江戸時代（19世紀） 三井記念美術館蔵
通期展示

図 10 家康及び徳川十六将図　伝狩野探信守政筆 江戸時代（17～18世紀） 久能山東照宮博物館蔵
前期（4／15～5／14）展示

図 12 長篠合戦図屏風　６曲１隻 江戸時代（17世紀） 名古屋市博物館蔵
4／15～5／7展示

図 16 小牧長久手合戦図屏風　6曲1隻 江戸時代 名古屋市博物館蔵
4／15～5／7展示

図 20 重要文化財　関ヶ原合戦図屏風（津軽屏風）  8曲1双 桃山～江戸時代（17世紀） 大阪歴史博物館蔵
前期（4／15～5／14）展示

図 26 東照大権現像　天海僧正賛写 江戸時代（17～18世紀） 久能山東照宮博物館蔵
通期展示

図 27 重要文化財　太刀　無銘 光世
切付銘 妙純伝持 ソハヤノツルキ ウツスナリ 鎌倉時代（13～14世紀） 久能山東照宮博物館蔵

前期（4／15～5／14）展示

図 28 重要文化財　金陀美具足　 桃山時代（16世紀） 久能山東照宮博物館蔵
通期展示
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